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1 Gamma関数の問題

講義中に模範解答を紹介

2 Laplace変換の問題

i) 講義中に模範解答を紹介

ii) 講義中に模範解答を紹介

iii) 講義中に模範解答を紹介

iv) 定義より
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上式において積分の順番に注意．uで積分した後，t で積分してい

る．ここで v = t− uと独立変数 tから vへ変換する．さらに，積分

の順序を交換すると
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となる（図 1参照）．上式の被積分関数は，uのみの関数と vのみ

の関数としてかけるので，したがって，
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図 1: 積分領域．a)の積分領域は，第 1象限の上三角領域である．b)の積

分領域は第 1象限全体である．a)における矢印の積分経路は，b)の矢印

に対応する．

v) 以下の関数の Laplace変換を求めなさい.

a) 講義中に模範解答を紹介

b) 講義中に模範解答を紹介

c) 定義より
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ここで上式を sで微分すると，
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したがって

f(s) = − tan−1 s + c, (4)

ここで，cは任意定数である．(3)において s → ∞のとき,

f(s) → 0が得られる．lims→∞ tan−1 s = π
2
. したがって，(4)

における定数 cは c = π
2
である．
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